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全員賛成の議案
辻井弘子氏（近江八幡市）の選任同意　　任期：令和 4 年 4 月 1 日から 4 年間
愛荘町監査委員の選任につき同意を求めることについて

同意第２号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

北村太一郎氏（蚊野）の選任同意　　任期：令和 4 年 4 月 1 日から 4 年間
愛荘町公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて

同意第３号

本田一雄氏（山川原）、北村一美氏（蚊野）、小林久米勝氏（岩倉）、村川忠一氏（香之庄）、
宇野太佳司氏（蚊野）、須田昇氏（沓掛）、川口清美氏（元持）、小菅久宣氏（長野）、小泉勝
敬氏（安孫子）、北村正吉氏（軽野乙）、久保田九氏（東円堂）の任命同意　　任期：令和 4
年 4 月 1 日から 3 年間

愛荘町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
同意第４号

～ 
同意第１４号

議案第１号
全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律（令和３
年法律第 66 号）の施行に伴い、令和４年４月１日から未就学児の均等割保険税の減額措置
が講じられることから、本趣旨による国民健康保険税の減額を円滑に実施するため、愛荘町
国民健康保険税条例の一部について所要の改正を行うもの

愛荘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第３号 歳入歳出に 8,400 千円追加し、総額を 8,410 千円とする
※主な補正内容
　・用地売払いに伴う増額補正

令和３年度愛荘町土地取得造成事業特別会計補正予算（第１号）

議案第５号 歳入歳出に 7,016 千円追加し、総額を 211,172 千円とする
※主な補正内容
　・市町負担金確定による増額補正

令和３年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

議案第６号 歳入歳出に 18,855 千円追加し、総額を 1,555,788 千円とする
※主な補正内容
　・給付実績見込による増額補正

令和３年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第７号
収益的収入を 12,955 千円減額し、収益的支出を 12,775 千円減額する
資本的収入を 27,339 千円減額し、資本的支出を 27,338 千円減額する
※主な補正内容
　・事業精査による補正

令和３年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第３号）

議案第９号 令和４年度愛荘町土地取得造成事業特別会計予算

議案第１３号 令和４年度愛荘町下水道事業会計予算

原案可決

原案可決

同意

3月10日

3月24日
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臨
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、
学
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を
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臨
時
休
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レ
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あ
り
、
大
量
の

食
材
が
一
度
に
仕
入
れ
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
な
る
べ
く
地
産
地

消
の
食
材
を
使
え
る
よ
う
食
材
選

び
を
行
っ
て
い
る
。
米
に
つ
い
て

は
全
て
地
場
産
の
も
の
を
使
用
し

て
い
る
。
地
域
の
食
材
を
使
用
す
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あ
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す
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。
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す
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す
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史
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進
め
て
い
く
。

問

問

問

問

問問

問

問

答

答

答

答

答答

答

答

※村田　定議長は採決に
　加わっていません。（ 　　　  ）

　３月定例会が３月 10 日から 24 日まで 15 日間開催された。
　今期定例会の一般質問は９議員から通告があり、第１日目（３月 17 日）５議員、第２日目（３月 18 日）４議
員と２日間に分けて質問した。（※一般質問概要は、14 ページから）
　議案審議は、３月 10 日、24 日に行われ、町長提案議案は追加議案含め 41 件、議員提出案件は７件あり、そ
れぞれ慎重に審議を行った。令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第１号）は修正動議により修正可決された。
それ以外の議案はすべて可決された。


